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Ⅰ
. 緒 言

厚生労働省は 2 0 0 0 年に｢健やか親子 2 1｣ の 4 主要課題 の 一

つ に ｢ 子 どもの 心 の安ら かな発達

の促 進と育児不安の 軽減｣ を掲げた
｡
劇的な変化を伴う妊娠 ･

出産
･ 育児期は女性とその 家族に

と っ て危機的な時期で あり ､
不安 ､ 緊張､ 疲労の 強ま る産裾期の 母親はさま ざまな精神的変動を

体験する
｡

近年､ 周産期簡域の現場には ､
ア ロ マ テ ラ ピ

ー や マ ッサ ー ジによるケア が導入 され始めて い

る
｡
同時に

､
エ ビデ ン ス に基づ い た医療 ･ 代替/補完療法 - の 関心 の高まり か ら

､
米国 N I H( 米国

国立衛生研究所)
･ N C C A M ( 国立補完代替医療セ ン タ

ー

) をは じめ世界各国で ア ロ マ セ ラ ピ
ー

や マ

ッ サ ー ジ セ ラ ピ ー

の 研究が進められ て い る｡ 妊産裾婦 に対する マ ッ サ
ー

ジ研究で は ､ 分娩所要時

間 の 短縮化 ･ 痔痛 ･

不安 ･ 抑う つ 軽減効果が報告され ､
ア ロ マ セ ラ ピ

ー

研究と して は芳香浴 ･

足

浴 ･ 陰部温浴 ･ ア ロ マ マ ッ サ
ー ジ による不安 ･ 緊張 ･ 痔痛緩和効果 な どの報告が ある｡

し か し ､ それぞれ の介入効果 は 明確 に特定 されて お らず ､ さらに 本邦の 産後 の母親に 対す る

ア ロ マ マ ッ サ
ー ジ効果 は未だ十分 に検証 され て は い な い ｡ 産後 の母親 - の 具体的サ ポ ー

トと母 子

相互 作用 を促す に お い環境 を考案 して い く上 で
､
ア ロ マ

､
マ ッ サ

ー ジぞれぞれ の効果､ お よびそ

れ らを複合させ たア ロ マ マ ッ サ ー ジ効果を検証する臨床研究は現場にお い て急務と されて い る｡
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目的

本研究は ､
正 常妊娠経過 ､ 経腔分娩を経験 し ､

正常新生児を持 つ 合併症の ない初産彼 の 母親

を対象に ､ 安静臥床 ( 対照群) ･ ア ロ マ ･ マ ッ サ
ー

ジ ･ ア ロ マ マ ッサ
ー ジを施行 し ､ それ ら 4 群

間の 心理的効果を検証する目的で実施 され た ｡

Ⅱ . 方 法

研究仮説

1 . 介入前彼の 短期効果 ( 産後 2 日目 ､
産後 4 週 目)

1) 各介入は ､ 母親の 不安を有意に改善させ る｡

2) 各介入 は､ 母親の 諸気分や子 どもに対する感情を有意に改善させ る｡

3) 各介入 は､ 母親の 唾液中 コ ル チゾ - ル を有意に低下 させ る｡

2 . 産後 4 週間介入 の 長期効果 (4 週 間目 ､
8 週間目

､
1 2 週 目)

1) 各介入 を過 2 回ず つ 4 週間定期的に受けるこ とは ､
母親 の 産後 1 2 週間の抑う つ を有意に

改善させ る｡

2) 各介入 は ､ 母親の産後 4 週 目まで の唾享夜中 コ ル チ ゾ
- ル値を有意に低下 させ る｡

2 0 0 3 年 9 月 か ら 2 0 0 4 年 4 月 に東京都内私立
一

般病院産科で 正 常分娩 した 正常産裾婦 1 8 4

名中､
研究条件適格者 9 3 名中研究参加同意の 得られた 8 0 名 ( 平均年齢 3 2 . 4 歳 ､

S D 4 .0) を対

象 とし ､ うち 7 5 名を産後 1 2 週 目まで 追跡調査 した ｡ 研究参加者をラ ン ダム化割付 し､ 安静臥

床 b e d -

r e s t ( 対照) 群 (以後 B 群) 2 0 名 ･ ア ロ マ a r o m a 群 ( 以後 A 群) 2 0 名 . マ ッ サ
ー ジ

m a s s a g e 群 (以後 M 群) 2 0 名 ･ ア ロ マ マ ッサ
ー ジ a r o m a -

m a s s a g e 群 ( 以後 A M 群) 2 0 名に

振り分けた ｡

B 群には ベ ッ ド上臥床 3 0 分､
A 群には芳香拡散下で の ベ ッ ド上臥床 3 0 分 ､

M 群 には ベ ッ

ド上臥床にて 全身マ ッサ ー ジ 3 0 分 ､
A M 群には芳香拡散下で の ベ ッ ド上臥床にて 全身マ ッサ ー

ジ 3 0 分､ をそれ ぞれ 1 週 間に 2 回ず つ 産後 4 週間に計 8 回実施 した
｡
退院後 の マ ッ サ ー ジは マ

ッサ
ー ジボラ ンテ ィ アが家庭訪問にて実施 し､ 芳香拡散 トリ ー

トメ ン トは参加者が各自行 っ た｡

芳香(精油) は ､ 産後の 母親 ( N = 1 0 2) 香り噂好性調査 を元 に選択 した ス イ ー トオ レ ン ジ を使用 し

た
｡
マ ッサ

ー ジは本研究用 に開発 した 一 定手順 マ ッサ ー ジを習得 した助産師と マ ッ サ ー ジ セ ラピ

ス トが行 っ た ｡

介入効果測定の た めに以下 の デ ー

タ収集を行 っ た ｡

1 . 介入前後 の 短期効果測定 : 産後 2 日 目､ 産後 4 週 目に 当該施 設内 にお い て介入前彼 の 定刻唾

液採取 ､ 自記 式心理質問祇 : 日本版 S T A I ; T h e S t a t e - Tr ai t An Ⅹi et y l n v e n t o ry 一状態不安 ;

T h e S t a t e ･ A n xi ety ､ 日本版 P O M S ; T h e P r o 丘1 e o f M o o d S t a t e s ( P O M S) ､ マ タ ニ テ ィ ー ブ

ル
ー ズ自己質問紙 ; T h e M a t e r n it y B l u e s S c al e ( M B S) ､ 対児感情評定尺度 ; T h e F e eli n g s

t o w a rd B a b y S c al e ( F T B S) によるデ
ー

タ収集を行 っ た｡

2 . 産後 4 週間介入 の長期効果測 定と して ､ 産後 5 日 目 の 定刻唾液採取 ､
産 後 1 日 目 ､

4 日目､

4 週 目､ 8 週 目､ 1 2 週 目に自記式質問紙 : C E S
･

D う つ 病 (抑う つ 状態) 自己評価尺度 ;
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C e n t e r s f o r E pi d e m i ol o gi c al S t u di e s D e p r e s si o n S c al e ( C E S
･ D ) ､ エ ジ ン バ ラ産後 う つ 病質

問票 ; E d i n b u r gh P o st n a t a l D e p r e s si o n S c al e ( E P D S) によるデ
ー タ収集を行 っ たo 8 週 目､

1 2 週 目の 自記式質問紙は郵送により回収 した｡

デ ー タ分析は S P S S . V e r si o n 1 2 を用 い ､
4 群比較には A N O V A とその 後の T u k e y H S D 多

重比較検定､ 繰り返 し測定に よる A N O V A および x 2 検定を行 っ た o 本研究は､ 東京大学医学部

お よび当該病院倫理委員会 の承 認を得て行 っ た ｡

Ⅲ . 結 果

1 . 介入 前彼の 短期効果 ( 産後 2 日 目 ､
産後 4 週 目)

1) s T Al 一

状態不安 : 産後 2 日目の S T Al
一

状態不安ス コ ア は､ B 群に比 べ て M 群 ( P = .0 0 5) と A M

群 ( P = .0 0 0 3) で有意に減少 し ､
同年代女性 の 平均値 3 6 を 区分点 とする比較的高不安群にお

い て も
､
B 群に比 べ て A M 群 ( P = .0 0 0 1) ･ M 群 ( P = . 0 0 0 4) ･ A 群 ( P = .0 3 3) と各介入 によ

っ て不安ス コ ア が有意に減少 した ｡
A 群対 A M 群 ( P = .0 5 5) は減少傾向 を示 し､ A 群対 M 群

( P = . 1 7 8)
､
M 群対 A M 群 ( P = .9 6 9) に有意差はなか っ た ｡

4 週 目デ ー タお いて もほ ぼ同様

の結果 を得た
o
S T A I の補助的解析結果 : 産後 2 日 目の 4 群の介入前後 ス コ ア の増減率は ､

M

群と A M 群で は全員 2 0 (1 0 0 % ) ス コ ア が減少 したが ､
B 群 で は減少 1 4 例( 7 0 %) ､ 増加 6 例

( 3 0 % ) ､ A 群 で は減少 1 9 例(9 5 % ) ､ 増加 1 例(5 % ) で あ っ た ( P = . 0 0 1) ｡ さ らに ､ M 群と A M 群

で は介入 後の 高不安者 ( 状態不安ス コ ア 4 2 以上) は皆無で ( P = .0 4 8) ､ 低不安者 (状態不安

ス コ ア 2 0 以下) が有意に多か っ た( P = . 0 4 4) 0

2) p o M S ､ M B S ､ F T B S : 産後 2 日 目 P O M S 各 ス コ ア は ､ 緊張 一不 安 ( P = . 0 2 4) : B 群に比 べ

て A M 群 ( P = . 0 2 5) が有意に減少
､
怒り一敵意 (p = .o 3 3) : B 群に比 べ て A M 群 ( P = . 1 3 2)

が比較的減少 した｡ 抑う つ ( P = . 0 7 8) ､ 活気 ( P = .4 2 7) ､ 疲労 ( P = . 4 3 0) ､ 混 乱 ( P = . 3 5 4) ､

マ タ ニ テ ィ ブ ル
ー ズ ( P = .3 0 4) の 各 ス コ ア に有意な群間差は なか っ た｡ 4 週 目 P O M S ス コ

ア は
､ 緊張一不安( P = .0 0 3) : B 群に比 べ て A 群( P = .0 2 7) ･ A M 群( P = .0 0 7) ･ M 群( P = . 0 0 5) ､

抑う つ ( P = . 0 2 4) : B 群 に比 べ て M 群 ( P = . 0 3 6) と A M 群 ( P = , 0 4 0) ､ P O M S 怒り - 敵意

( P = .0 2 2) : B 群に比 べ て A M 群 ( P = .0 1 7) で 有意に減少 した｡ P O M S 疲労 ( P = .0 4 3) : B

群 に比 べ て M 群 ( P = .0 6 3) ､ A M 群 (p = , 1 0 8) が比較的減少 した ｡
P O M S 活気 ( P = .4 0 0)

､

P O M :S 混乱 ( P = .2 0 1) マ タ ニ テ ィ ブ ル
ー ズ ( p = . 7 9 1) に有意差はなか っ た

｡
対児感情 の 2

日目 の ス コ ア で は､ 回避感情 ( P = 0 .6 4 6) ､ 接近感情 ( p = . 2 8 7) ､ 括抗指数 (P = .5 6 0) に有意

差は見 られ なか っ たo 4 週 目 の ス コ ア で は
､ 接近感情 (P = .6 2) に有意差はなく

､
B 群 に比 べ

て A M 群で 回避感情 (p = .o o 7) と括抗指数 (P = . 0 3 1) が有意に減少 した ｡

3) 唾液 中 コ ル チ ゾ - ル : 2 日 目 の 介入前彼 の コ ル チ ゾ - ル 債( P = .5 7 2) ､ 4 週 目介入 前後 の コ ル

チ ゾ -

ル 値( P = .5 0 7) に有意な群間差はなく ､
4 群とも同様に漸減 した｡
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2 . 産後 4 週 間介入 の長期効果 ､ お よび介入終了後 の 8 過 日 ､
1 2 週 目フ ォ ロ

ー ア ップ

1) C E S - D
､
E P D S の 4 群各平均値は 正常範囲内 で あ っ た｡ C E S ･ D ス コ ア は ､

4 群 とも産後 1 日

目の 高値 か ら4 日目に低下 し 4 週目に再度上昇 した あと 1 2 週 目ま で に漸減 し ､
4 群間で は有

意な変化 を示さなか っ た( P = .2 7 1) ｡ E P D S ス コ ア は ､
4 群とも 4 週 目に上昇 した あと 8 週 目､

1 2 週 目に漸減 し( P = .1 5 7) 群間有意差は認められなか っ た ｡

2) 産後 2 日目 の介入前 コ ル チゾ - ル値 ､
5 日目､ 4 週 目 の介入 前 コ ルチ ゾ - ル値に有意 な群間

差はなく ､
4 群とも 4 週 目ま で漸減 した( P = .9 7 6) ｡

Ⅳ . 考 察

ア ロ マ マ ッサ
ー ジ

､
マ ッ サ

ー ジ
､ ア ロ マ は安静臥床に比 べ て もなお ､ 有意に 不安と緊張を軽

減させ るこ とが明示 され た｡ 育児不安と負担が増加する産後 4 週 目にはア ロ マ マ ッ サ
ー ジ ｡ マ

ッ サ
ー ジが抑う つ を有意に軽減させ ､

さ らにア ロ マ マ ッ サ ー ジ は怒り 一敵意を有意 に軽減させ る

こ とが確認 され た
｡
疲労 ･ 活 気 ･ 混乱 ･ 対児感情に対する介入効果は確認 されず､

これ らは安静

臥床 のみ によ っ て も改善され る ことも考えられた ｡ 他方､
不安や緊張 は安静臥床 の み で は増加 す

る可能性もあり ､ 人 と の 身体接触を伴うマ ッ サ
ー

ジ介入 の 必要性が示唆された ｡
コ ルチ ゾ -

ル に

群間差はなか っ たが
､
これ は本研究で は コ ル チ ゾ - ル値に影響を与える動静 ･ 壬受乳条件を

-

敦さ

せ
､
ス ト レ ス 負荷をか けない リラク セ ー シ ョ ン介入 を行 っ たこ とによ ると考えられ た｡ さらに コ

ルチ ゾ - ル をリラク セ ー シ ョ ン系の 指標とするこ との 妥当性 に つ い て は ､ 今後の 検討課題とな っ

た
｡ 抑う つ に対する介入長期的効果は確認され なか っ た ｡ これは

､ 育児負担､
不安 ･ 緊張 ･ 疲労 ･

抑う つ な どが最も増大する産後 4 週間に特有な条件の影響や退院後 の 育児や ライ フイ ベ ン トに

よる影響な どに より ､ 介入 の短期効果が相殺された可能性も示唆された ｡
産後の 母親 - の長期介

入効果に つ い て は今後更 なる検討が必要で ある
｡

研究 の限界

本研究は ､ 合併症の ない初産婦以外 の特性 を持 つ 集団 に対する介入効果､ 不安 ､ 抑う つ な ど

の感情側面以外 の 心身 - の効果には言及 して いない
｡
また

､ 今回使用 した精油の香り以外の効果 ､

お よび ブ レ ン ドオイ ル を用い たア ロ マ マ ッ サ ー ジ効果には言及 して い ない ｡

Ⅴ . 結論と臨床 - の 提言

安静臥床との比較にお けるア ロ マ マ ッサ ー ジ
､
マ ッ サ

ー

ジ
､
ア ロ マ の 産後の 母親 の 不安､ 緊

張軽減効果 ､
ア ロ マ マ ッサ

ー ジ ･ マ ッ サ
ー ジの 抑う つ 軽減効果 ､

ア ロ マ マ ッサ
ー ジ の 敵意一怒り ､

対児回避感情軽減効果が確認 され た｡ 臨床 にお ける 時間的､ 物理 的
､
人的資源 の コ ス ト ベ ネフ ィ

ッ ト の 点 か ら､ 対象者 の 不安や緊張 をは じめとす る精神 状態 を的確に査 定 し ､ 個別 ニ
ー ズ に合 っ

た トリ
ー

ト メ ン トを選択的 に提供す る ことが 望まれ る
｡
ア ロ マ マ ッ サ ー ジ と マ ッ サ

ー ジと の 比較

に お い て 不安 ･ 諸気分 改善効 果に 有意な差がない こ とが確認された の で
､ 新生児早期 の喚覚的母

子相 互作用 を促す見地 か らは
､ 香り無 し マ ッサ ー ジを選 択的に提供 したり

､
強 い香り の 乱用 を避

けたケア の 提供が望まれる
｡
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